
令和４年度 在宅チーム医療を担う多職種研修 実施報告 

実施概要 

＜研修タイトル＞ 第９回 在宅チーム医療を担う多職種研修 

BCP（事業継続計画）策定の基礎を学ぶ 

＜日時＞ 令和４年 11月 14 日（月）19 時 15 分～21 時 15 分 

＜開催方法＞ オンライン（都筑区医師会館から配信） 

＜内容＞ BCP とは何か、具体的な策定手順や考え方などの BCP 策定の基礎につ

いて、地域とのつながり、多職種連携も考えながら学ぶ。 

＜講師＞ 山岸 暁美 氏（慶應義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教室講師、一般

社団法人 コミュニティヘルス研究機構 機構長・理事長） 

＜参加者＞ 53 名 

【内訳】 

医師（５名）、病院看護師（１名）、訪問看護師（２名）、歯科医師（４名）、 

薬剤師（６名）、リハ職（２名）、行政職員（11 名）、ケアマネジャー（９名）、

介護福祉士（４名）、ホームヘルパー（１名）、地域包括支援センター職員（４

名）、包括以外のケアプラザ職員（１名）、その他の職種（３名、職種：居宅事業

所職員、薬局経営、在宅医療相談室事務） 

参加者等

の意見 

・具体的に各地域での事例等に基づき説明してくださり、考え方や取り組み方が

とてもわかりやすかった。 

・BCP 策定のポイントや必要性、ステップ毎の大まかな考え方等、多くを学ぶこ

とができた。 

・有事の際は自施設だけでは業務を継続できないことに改めて気づかされた。平

時から、地域や他のサービスとつながりを持つこと、多職種連携が大切だと理

解できた。 

・BCP 策定の考え方を通して、日頃から地域のつながりや多職種連携の必要性に

ついて、改めて考えさせられた。 

研修の 

成果 

・アンケート結果や振り返りより、講義はとてもわかりやすく、BCP 策定の基礎

や必要性を学ぶことができたという意見が多くあり、好評だった。 

・BCP の理解を通して、日頃からの地域のつながりや多職種連携の必要性を再認

識した旨の意見も多くあった。 

・今回は、BCP 策定の基礎を学ぶことを重視するという方針から、グループワー

クの時間を設けなかった。しかし、多職種で学び合える工夫として、オンライ

ンでも参加者の生の声が共有できるように、質問者が顔を出して講師に直接質

問する形式とした。 

今後も、顔の見える関係づくりを意識した研修方法・内容を検討していく必要

性があると考える。 

次年度に

向けて 

＜実施概要＞ 

・テーマ：高齢者虐待 

・開催時期：11 月頃 
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